



























































































　ここで，田辺（2010）による「ナショナル・プライド」や Dowds & Young（1997）
のいう「包摂的ナショナリズム」は Kosterman & Feshbach（1989）や Karasawa（2002）
の研究における「愛国心」に近い概念と捉えられる。一方，田辺（2010）による「自国
中心主義」と「排外性」や，Dowds & Young（1997）における「排他的ナショナリズム」



































































































































































































































*p<.05  **p<.01  ***p<.001
愛国心 ナショナリズム
自己愛総合  .21** .26***
注目・賞賛  .25*** .24***
優越・有能  .13* .23***



























































































































































































































日本人であることに幸せを感じている .12 .12 .11 .05  .01 .12
日本人でよかったと思う .12 .13* .11 .04 -.06 .12
日本人であることを誇りに思う .24*** .25*** .16* .15* -.03 .16*
日本が好きだ .20** .26** .10 .09  .02 .15*
*日本にはあまり愛着を持っていない .12 .16* .01 .08 -.02 .10
日本の経済力を考えれば，日本の発言権は
もっと大きくあるべきだ 
.20** .15* .14* .18*  .11 .18**
日本が戦後驚異的な成長をとげたのは日本
人が勤勉であったからだ
.21** .19** .20** .09  .06 .14*
*日本人は他の民族に比べて，とりたてて優
秀な民族だとは思わない 
.12 .12 .13* .03  .14* .12
日本が貿易で利益を上げているのは優れた
技術と努力の結果である
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